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うてきた1～26)。本論はその概要を紹介し、この種
の教育実践の参考に供する。
　
《キ−ワード》遊園地、体験学習、理科離れ、物
理嫌い、地域貢献

要約

　　子どもにとって遊園地はジェットコースター
一などワクワクする非日常的な冒険に満ち満ちた
夢空間である。そして、そこにあるほとんどの乗
り物は様々な物理体験で構成され、まさに巨大な
物理実験室でもある。せっかくの夢空間が貴重な
学びの宝庫を兼ねないはずはない。
　そこで、「遊園地は巨大な物理実験室だ！」と
いう認識に立って、日本で初めて遊園地で物理を
学習するための１日イベントを「物理の日」と銘
打って毎年８月に開催してきた。
　そこでは、楽しみながら「科学する心」を育て
るだけでなく、怖い乗り物にもビクつかない勇気
と冷静さを持つチャレンジ精神および危機管理の
心を持つ子の育成も狙った（写真４）。それによ
って、「地域からビッグな子を育てよう」という
本格的な青空科学体験イベントである。
　より広くは、大学が地域と連携して、理科嫌い
対策、「ゆとり」の中で「生きる力」を育成など
の狙いの元で14年間実施してきた。
　そして、この種の特色ある体験学習が地域にど
のような役割を果たすのか、子どもたちにどのよ
うな影響を与えるのかなどを長く研究してきて、
一定の成果を出し、いくつも論文と著書を世に問
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【写真１】第14回イベント・募集ポスター
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【写真2】子どもは遊園地体験に興味津々

【写真３】様々な乗り物を使ったイベント

【写真４】怖いマシンを乗りこなす“勇気”育成

【写真５】開会式での重力体験の原理説明やデモ

【写真６】G計やテキストで体験の意味を学習

【写真７】カナダUBCとの国際交流研究も！
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【写真８】大震災直後の被災地の子どもを集めてたイベント記事（岩手日報2011.8.10）
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実験の方法の確認やその結果からどのようなこと
がわかるかなど、子どもたちに日常生活の中で同
じように体験することができる例などを挙げてわ
かりやすく説明した。また、測定結果や考察など
は、入場時に配布した自作テキストに書き込むよ
うにした（写真６）。
　このテキストは、各アトラクションの原理や、
特徴のほかに、子どもたちに予想してほしいこと、
調べてほしいことなどを子どもの学習習熟度にあ
わせて書き込めるようになっている。
　イベントの終了時には、今回のイベントの目的
達成度を知るため、遊園地の出口で質問紙法によ
るアンケートで親子別々に評価をしてもらった。

３．参加者の推移

　当イベントは、当初300名規模のものを目指し
ていた。しかし、資金源と、子どもを具体的に指
導する実験補助の学生の確保・育成、また、遊園
地の受け入れ態勢の規模などの問題で200名規模
が限界であるということが分ってきた。
　仮に200名近くの子どもが集まっても、その保
護者や家族連れなども、参加者とは別で一般客扱
いであるが、50～60人以上ゾロゾロついて回り、
その賑わいは300名規模を思わせるもものがあっ
た。
　更に、スタッフや実験補助の学生も40名以上い
て、全体としては、相当数の規模に上った。
　しかし、参加者も当初は比較的集まりが良かっ
たが、途中から全国的な子供向けイベント流行の
風潮の中で、同日開催の他のいくつかのイベント
に流れ、参加者が減ってきた。
　図１は、参加した子どもだけの推移であるが、
累積1501名になった。これに、スタッフや保護者
の数まで入れると約3000人規模に上った。

１．イベントの目的

　理科離れ物理嫌いの多い今日、２１世紀の主役
である子どもたちに屋外の巨大な空間で実体験を
通して物理の楽しさを伝えれば、いずれ子どもた
ちに何らかのスケールの大きい物理学的潜在能力
が身に付くのではないかという期待の元で、その
資質育成を目的に14年間の在職中毎年励んでき
た。
　また、本イベントは、国家的「物理嫌い」の撲
滅運動に一環として、地元教育委員会だけでなく
全国規模の日本物理学会・応用物理学会・日本物
理教育学会等にも後援団体になって貰い「物理の
日」として実施した。また、多くの TV 局・新聞
社などマスコミの注目も浴びてきた（例；写真８）。

２．イベントの概要

　夏休みの８月初旬に、盛岡市内にある遊園地〝
岩山パークランド ? で、県内の小学校３年生以上
高校生までを集めて、遊園地の乗り物を物理学的
に分析するという200人規模のイベントを、遊園
地の無料開放で行ってきた。
　これは、1988年にアメリカのロサンゼルス郊外
の遊園地で行われたイベント27) を参考にしたも
ので、日本では初めて遊園地の乗り物を使った本
格的な物理教室である。ぜひ、ここ東北から物理
教育の流れを変えてやるという思いで、地域と連
携しながら戦ってきた。
　イベントでは、遊園地のアトラクションの速度
や距離、角度、高さ、乗り物に乗っているときに
受ける力つまり加重力などの測定の体験をさせ
た。そこでは、自作の様々な測定器を使い、普段
学校の授業ではあまり取り扱わない測定実験を行
って、実体験と測定値の摺り合わせで実感を伴っ
た理解につなげようと試みた（写真９）。
　それらの実験を行う前には、物理に興味を持っ
てもらうために、中央ステージで水ロケットやコ
ースター模型などを用いた面白実験ショー（写真
３）などを行ったり、各アトラクションの測定の
方法や原理などの説明を行った（写真5）。
　各アトラクションには、学生スタッフを配置し、
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で格闘してきた。学会発表も数十件に及ぶ。
　内容の詳細は省略するが　いずれも、統計学的
に評価して一定の有意な成果を出してきた。
　また、中には、認知心理学的アプローチも試み、
カナダのブリテッシュ・コロンビア大学（UBC）
との本格的な国際共同研究も行って（写真７）幾
つかの成果も出し、これを契機にメタ認知の研究

４.  遊園地で何を育てたか？

　　これまで、1501名の子どもに、遊園地での科
学体験をさせてきた。どの子も日頃できない体験
を楽しみ満足して帰っていった。たったの一日の
体験であるが、確実に子どもたちの明日への元気
の種を蒔いてきたと確信している。
　また、このイベントを支えてくれた実験補助の
延べ400人以上の学生も、この種のイベントの確
たる意義を実感して、明日の子どもに引き継いで
くれる可能性が高い。
　しかし。この14年間、少しも頭から離れなかっ
たのは、「遊びと勉強を混同してはいけません」、
｢そんなことして何になるのですか｣ という厳し

い社会の視線である。それに対して必死に、子ど
もに何かを掴ませよう、我々も何らかの成果の実
感を得ようとモガキまくってきた。
　そのモガキを様々なところで世に問うてきた。
参考文献に上げるたくさんの論文・著書もその一
つ。この14年間は多くの研究室の学生とそのこと 【写真９】簡易重力測定器を持って乗る意義

【図１】参加者の推移（スタッフや保護者の数まで入れると約3000人規模）
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教育，Vol.13，pp.19-20、2003

11) 久坂哲也、学校外施設を活用した科学体験学
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Nashon・渡邊瑛子・重松公司・八木一正，「“遊
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４．終わりに

　不透明な未来に立ち向かうのは特異な学問知識
だけではない。それ以前に，健全な一人の人間と
して，柔軟な「科学の目」と爽やかな「勇敢さ・
チャレンジ精神」が世界に羽ばたき未来を支え、
科学技術に突出した人材育成には不可欠である。
　この種の実践を全国に広げていきたいのであ
る。このことに関して，多くの研究者・技術者・
学校の先生らのご理解と支援を切にお願いしたい
ところである。
　しかし、筆者の一人、八木一正が今春定年退職
することで、本学でのこの種の研究は残念ながら
終了する。
　ただ、時代がどう変わろうと遊園地は絶対に亡
くならない、子ども達を少しでもビッグにする体
験学習の場としては永遠に不滅である。この流れ
を引き継ぎ、より発展させてくれる若者が出てく
ることを心より願っている。
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